トピックス 12号 2002年3月号 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
Science & Technology Trends Mαrch 2002 
1 .科学技術トピックス
以下は科学技術専門家ネットワークにおける専門調査員の投稿(3月号は2002年2月9日より2002年3月8日まで)
を中心に「科学技術トヒ。ックスjとしてまとめたものです。センターにおいて、関連する複数の投稿をまとめ、また必
要な情報を付加する等独自に編集するため、原則として投稿者の氏名は掲載いたしません。ただし、投稿をそのま
ま掲載する場合は、投稿者のご了解を得て、記名により掲載しています。
1.1 ライフサイエンス分野
(1 )中国の植物バイオテクノロジー
Science誌(2002年 1月 25日号)に掲載された
Jikun Huangらの記事iPlantBiotechnology in China: 
中国における植物バイオテクノロジー」を報告する。
中国科学院および米国カリフォルニア大学の植物バ
イオテクノロジー(植物バイオ)研究者を中心とするチ
ームが行なった調査によれば、~l?J_<!?_檀物ィ_~1_:t広三年
国主l容ど支世界最友り開発熊力主備之""J""J;ある。
1996年から 2000年までの聞に、中国の科学者は
353種の組換え生物を、中国の遺伝子工学安全管理
担当機関に申請し、 251の植物、動物、微生物につい
て、圃場試験、環境放出、商業化の認可を得ている。
組換え植物については 45種が圃場試験、 65種が環
境放出、 31種が商業化の認可を受けている。作物とし
ては綿、米、小麦、トウモロコシ、大豆、甘藷、菜種、ピ
ーナッツなど 16品種が圃場試験中、または商業化さ
れている。
閉J場試験室託?主興換之作物り性質0)肘武主主号.る
とλ旦国交は__~9_%が耐f青窒里f生であり、先進国のよう
な除草剤耐性(45%)や品質改良(19%)への傾注は
少ない。
月空千国国-空り包2之-βm丹仔空?三Jιζおけ:益る構一物fδ?三♂~?:オぞ仁-ででtりt按技支定-資J民主主. 1.よ.12
{億意f~止v，とf推壁定定-さ-札
オ主-つ?三-"O).u;研す-究按資p主分-以」主子二-玄を-占Pり良主-る。中国政府は植
物バイオの研究予算を今後一層増額して行く予定で
あり、 2005年までには、政府の予算額を現状の4倍に
まで高める予定である。
南国交最も成功!でてた例ーは旦手cçml:l_~_~_~!:!~i~g_i_~~*_mü
り遺伝壬をA工的L;改良し組換えた害虫抵抗性の綿
である。中国の農家は 2000年までに綿の栽培面積の
20%まで Bt綿の作付面積を拡大している。中国の特
徴としては、零細農家も組換え綿を栽培し、農薬の使
用量削減、 労働力の削減等によるコスト低減のメリット
を享受している点である。
中国では、まだ、組換え作物に対する消費者の抵
抗感があるが、コスト低減による消費者へのメリットの
還元、また、綿などの成功例の定着によって、植物バ
イオの商業化は益々進むと思われる。
中国は将来、植物バイオの研究方法や、コモディテ
ィ製品の輸出国になるかもしれない。
.~-国ρー 構_4哲三~_1オ:りー現状~_;_'2_~:'_':L_現在ま;主:断)t
的な情報はあるが、このようなまとまった調査報告はな
かった。参考にすべき報告と考える。
(味の素(株)都河龍一郎氏)
(2)中国がイネゲノムのドラフト配列を公開
アメリカのサンデ、イエゴ、で、 2002年 1月 12臼から 16
日にかけて開催された Plant，Animal & Microbe 
Genomes X Conferenceにおいて、中国がイネ(インデ
ィカ種)のゲノムのドラフト配列を公開したことを発表し
た。その概要は、以下のサイトで見ることができる。
http://www.intl-pag瓜-g/10/abstracts/PAGX_W283.ht凶
ゲノム配列データはihttp://210.83.138.53/rice/Jで
公開されている。より詳細な'情報は、 ChineseScience 
Buletin (vol. 46， No. 23 December 2001 1937-1942) 
に発表されている。全配列はダ、ウンロー ド‘することがで、
き、また、ウェブ上で、相同性検索もで、きる。
一方、イネゲノム解読では農林水産省を中心にした
ジャポニカ種のイネゲノム配列解析の国際ブ。ロジェクト
は、精度の高い配列情報の提供を目指した研究を行
っている。2002年2月 12日の時点で、全体の約26%
(120Mb)の配列が公開されている。
http://rgp.dna.a世c.go.jp/cgi-bin/ statusdb/ status.pl 
今回の中国が公開したゲノム配列情報は、イネ国際
之空'-/主乞cÆ提供L玄~-~-~配列信認J三比^-C培農!;;
精度が劣っているが、 全体の約 77%(359Mb)をカバ
ーしていることなどから、実際にイネを研究している研
究者X;と?三は本.家巳有用ー なありー 支あ90中国のドラ
フト配列は、 127，551個のコンティグ、に分かれており、
最長のコンティグ、で
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ずさDNA研究所中村保一氏の計算)。ドラフト配列で
あるために、正確なアノテーションをつけるのは困難で
あるが、特定η染色体領域り遺伝壬主検索~た仏:;
7ーポ三点一種り配列ー と比ー でさ:I_QNAてτ1!.ごを一民出一L立ー
り:t_-R;止とだ~能である。
アメリカや日本で分子生物学などの高度な教育を
受けた多くの優秀な研究者が中国に帰国し、イネ研究
を行っていることが知られている。中国におけるコメの
生産量は日本と比べて格段に多く、ゲノム情報を活用
したイネ育種研究を中国が加速化させることは明白で
ある。中国のイネ遺伝子研究の実力をはかり知ること
は難しいが、今回のゲノムドラフト配列の公開は、中国
はイネを中心とした分子育種に相当な力を入れている
ことを明確に示している。ー中国Kーは1主芳一種り優秀ー な
研.定者ー だー 多v'0)支λゴーf主役五恩遺伝壬ーー〔金三J主
Q_l哩ntitativ空ーtrait 10色ー_QI1_~量的月三質遺伝壬座とL
7亡存~tt!てて-:ç: ，，3~)_ t?!里離が急速f;進むと想像できる。
イネの有用遺伝子の研究は世界的に民間企業や
ベンチャー企業を中心にして大規模に行われている。
例えば、イネを生産していないベルギーのような国で
も、有名な植物遺伝子研究の大家が支援しているベ
ンチャー企業クロップ。デ?ザイン社は、大規模な遺伝子
機能解析を遺伝子組換えイネを用いて行っている。年
間で20，000個体ぐらいの遺伝子組換えイネを作り、自
動計測技術を取り入れて評価を行っている。彼らはイ
ネの収量を増加させる遺伝子など幾つかの有用遺伝
子の発見に成功していると発表している。
日本のイネ研究は、農林水産省が中心となり研究を
取り仕切り、他の植物遺伝子研究の分野に比べて膨
大な研究費が投入されている。日本のイネの基礎研
究分野での実力は高く、農林水産省には優秀な研究
者が多く揃っている。また、ゲノム解読が終了している
シロイヌナズナを研究材料としている研究者の数も国
内には多く、植物遺伝子分野全体の質は国際的水準
に達している。しかし、史国主倉一めた一世界一り状:i旦室長
ると、限りのある資源である有用遺伝子の単離を急が
なuι-諸外国支持ー 託を独占主主主主?ねー な:vぷ旦本t?!1_
烹ぉι_-cf.他，_V構物研君主役基礎研賓りー実力主〉全主
主主Jτ仁ι主q噴煙的IJ;賓周遺伝;壬里離f;注交づき陛
期J_ç_き一言}~~;;.ーと乞ー;全国_<??_:P.国VYz7上配?~_'!!_公開
は示している。農林水産省、文部科学省、経済産業省
の枠組みを超えた強力な研究体制が必要ではなかろ
うか。
(カミずさDNA研究所植物遺伝子第2研究室
柴田大輔氏)
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1.2情報通信分野
( 1 )次世代シリコン半導体技術の動き
之江竺;ィf単;結晶基想主Ä三~J_~_~_zこ./江主/"集積回
路はλ一徹朝一坦工一技借りー発展主f_z1!;~~tZÌ一三主主:~
丈長足り進歩を遂江主:きた。汎用のメモリーおよびロ
ジックの開発競争においては、微細化により性能の向
上、コストの低減をはかることができたからである。しか
しながら、メインフレームコンピュータ、パソコン市場を
目指すこのような汎用路線は技術的・経済的に大きな
問題に突き当たっている。トランジスタのとしての性能
限界，発ー塾問題λ乞L主微細ι任三製造設備ヨヨ上
の高騰などである。
一方、 ユビキタスコンピューティング市場をめざす新
たな開発競争が始まり、高性能より低消費電力、低価
格より短期開発、高集積より高機能等、シリコンデバイ
ス開発に対する要求は劇的に変化した。
この現状をブ、レークスルーする、ンリコン材料技術の
新~v'動きーを応周物理主会_~V_ヲー~7.:7_!_~_~三分:型
会.第お.周研窓会L~_v.ョ;ど基想主越之-:ç:jJ~Q9_~__~__~
且 5一一旦開催t:ç:多角一的_t~J議論ーした又宇宙科学研究所
慶瀬和之氏、住友金属工業(株)津屋英樹氏から報
告があった。以下トヒ。ツクスを紹介する。
(1)ガラス基板上に移動度 500cm2/Vsを超える
Si-TFT竺がヨア三ル績晶iじー 按前?芳一閉ー 発ー され立。一安ー 定
ーした!とご~:f_装一置り一出一現が一開ー発主力月連~た。これにより、
液晶ディスプレイの高性能化が期待される。(富士通
研・佐々木ら)
(2)金員三ー酸化物~)-室他物ーとど2立結J晶構ー造〉ー格;壬
定数、ー熱膨張停一教!り一異t，i;{?f主相と子導性とりー~T_8~
ビ成長?点豆態とな:--::Jー た。基板を原子レベルで、平坦化
し、バッファ一層を導入するのが実現のキーで、ある。新
機能素子実現の道が拓けてきた。(東大・藤岡ら)
(3)100GHzを越える高速素子への応用が期待され
る歪s号，OI-C切9s?ゴ支:
開発:玄立立:苫 Si基叔主iιE形動J成uたSiGI乏層!りり-品質主7飛賢躍的
に向上した。(目立・杉井ら)
(4)自由落下等を用いて作成した微細なボール形
状のシリコンの表面に、従来のような高価なプロセス装
置を用いずに安価なプロセスで半導体デ、パイスを作
れるようになった。ボール形状の特質を活かして、 RF
部品一三一生体関連郭ー 品λー安価な太陽電池ーなどだ製造さ
れている。(ボー ノレセミコンタマクタ一社、吉田)
(5)微結晶シリコン薄膜を用いた低コスト、省資源ア
モルファス Si太陽電池(東工大・小長井)、 GaAsなど
通信用高速素子の低コスト化が期待で、きるシリコン基
板上の IトV族化合物半導体の無転位結晶成長(豊
橋技科大・米津)、環境に優しい⑤発光材料s-FeSiz 
(筑波大・長谷川ら)などが報告された。
このような多結晶、アモルファスを初め、ボ ノーレ形状、
ナノ構造、さらにはヘテロ構造のシリコンを用いた新L
いプロセス・新材料が、課題はあるものの、着実に進
展_~_"I_~三五Qー三J1:ま;立りーさィリヨJど;7-przり限界あるど
はシリコン物性の限界を越えたデ、パイス開発は、魅力
的主政君主コォρ二三三、あ99_J開目安lム多捧な壬ご去
に応える新しいデノ《イス・システムの開発が期待され
る。
用語説明
①ITFT 
液晶ディスプレイなどに使われる薄膜トランジスタ(Thin
Film Transistor)。ガラス基板にシリコン薄膜を形成し、こ
れを加工するが、形成したばかりの薄膜は半導体として
の性能が低いので、レーザ照射などの熱処理が行われ
る
②ラテラル結品化技術
薄膜半導体のレーザ熱処理技術の一つ。レーザ光の
強度分布を調整するなどで、瞬間的に溶解した薄膜を基
板面(ラテラル)方向に結晶化させる。普通の処理より大
きな結晶を形成することができ、半導体としての性能が
向上する。
③ヘテロエピ成長
基板の結晶方位に従って決まった結品方位の結晶を
成長させることをエピタキシャル(エピ)成長という。基板
と異なる元素組成の結晶を成長させるのが、ヘテロエピ
成長。GaAsや青色 LEDの GaN等は単結晶ウヱハが高
コスト、または作成困難だが、 Siウエハ上にヘテロヱピ成
長できると低コスト化できる。
④歪SOトCMOS
通常の Siウエハ上に LSIを形成すると、ウエハ自体に
導電性があるため、余分な電力消費や速度低下を引き
起こす。そこで、ガラスなどの絶縁基板に薄い(0，5-
100μm)ウエハを張り付けたり、ウエハ内部に酸化シリコ
ンの絶縁層を形成したりしてウエハの影響を排除したの
がSOI(Siliconon Insulator)。最近、 SOIにGeなどを成膜
して結晶に歪みを起こすことでLSIの性能をさらに向上す
る技術が発表され、注目されている。
⑤環境に優しい
資源が豊富な元素から構成され、生物毒性や廃棄時
の環境負荷・コストが小さい。環境半導体とも呼ばれる。
特に光半導体は資源の少ないIn，毒性の高いAsを使用
するため、代替材料として注目されている。 s-FeSi2のほ
か、 Ca2Si、Cu20などがある
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1.3環境分野
(1)循環型社会に向けた廃棄物処理技術の環境ビジ
ネスへの展開 -2002環境エンジニアリングシン
ポジウムからー
3月 11日から 13日にかけて、(社)日本能率協会が
主催したr2002環境エン、ジニアリングシンポジウム」が
東京で開催された。シンポジウムlはま6セツシヨンで
されており札、企業におけるリサイクル最新技術等の紹
介からリサイクル関連法制度の今後の方向性など、幅
広いテーマで、合計 19件の発表がなされた。連日 60
名を超える参加者があったが、環境ビジネス開発の最
前線のテーマだ、けに、環境関連のメーカー、エンジニ
アリング企業、企業の環境対策担当部門などからの参
加が多数を占めた。
環境マネジメントに関するセッ、ンョンで、は、ビール工
場など企業単位で、のゼロエミッションの成功事例の他、
山梨県における工業団地でのゼロエミッション化が報
告された。ゼロエミッションのマネジメントに重要なポイ
ピ上と_~T， _①一再資源化J;即け立一設備 技一衛対ー応λー②
庭棄物処型ーを考慮ーした厚別購1:-，笠りYÂ'をみ一整備l~_
③仕組主主t;おーはる宣伝所tfv.明確_{~~ ④工場あ亙1ど
は参加企業り全従業員l;社).9意識1オーはとJ啓蒙λ がー
指摘された。
また、現正法制度り整備だ進~~y_~_{2 自動専~~_:t1
竺Jvと土壌お染防止ι関連した発表として、前者につ
いては自動車メーカーでの3R(リデュース・リユース・リ
サイクル)の取り組みやシュレッダーダストの処理技術、
後者について排水中の重金属吸着分離材料の開発
などがあったo 自動車リサイクルについては、製造販
売者の責任からリサイクノレ設計・部品のリユース設計を
推進しているものの、シュレッダーダストに関するリサイ
:7.!_~_誌:tti}:;_?ー v"τーは多種多構ーな誌鮪閉発カ_~~弘合
後り技術開発動同三りj注視Jりー 必要性が指揮さιーた。
重金属吸着分離材料は放射線利用技術によって開
発されたものであり、既に空気中の臭いの元になる化
学物質の吸着に利用される製品が市販化されている。
今回、重金属!吸着分離だ容易~l;支(閉支江主9誌績が
開発され立三と:すλー磨乗物焼却エ湯舟0_り排ー出t/~堂
本ι溶たJ:-::-(重金属をー横集;士五三とだ容易J_C-ーな:"J1と他、
WHO勧告に基づく水道水に含まれる鉛濃度の低減
化達成などでも大きな寄与が期待できる。
廃棄物処理技前開発f;Lー循環型辻会!り言_þ_(~静
駅前J会(J)重要な構成要事.だけJ;)_技.術事新はー巳、:乏生
ス開発に直結している。工場品、う限られた空間から
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工業団地、自治体が所管する地域へと完全なる循環
型社会を拡張する上で、ビジネスとして通用する技術
の開発ができるかどうかが重要であるう。リサイクルで
最忠重要なりーは苫ー志望主主2t.時点支日:雪ゴJ.!~界!J_用Jと
慶棄主区会7す:豆(品目J~!明ー確i己主五三と支あ9_0一去り一
出口に適した廃棄物の選択的な分別・収集は、静脈
の入り口部分に位置するだけに、運用一酉直-ι主お長手主:Itど¥-玄主静-
1即即脈1昨~全?停使害杢-り互~.活玄左右:空?空7
技術開発と地域性に対応した廃棄物分別.収集およ
びリサイクノレ品の需要とが噛み合ってこそ、循環型社
会の静脈部分が構築できると考えられる。
8科学技術動向 2002年3月号
1.4ナノテク・材料分野
(1)カーボンナノチューブ、を用いた世界最小温度計の
開発に成功
独立行政法人物質・材料研究機構の板東義雄主
幹研究員らによって、これまで困難とされていたナノメ
トーノレ(10億分の 1メー トル)スケールの電子回路など
巳おけーる混度測定堂一目的主J..，_'立土!}j旦度nが開発~h
た。 (nature、2002年 2月7日号)
このナノ温度計は、直径約 85ナノメートルのカーボ
ンナノチューブの中空部分に、直径 75ナノメー トル、
全長約 0.1マイクロメー トノレの液体状態の金属ガリウム
が注入された状態のものである。
板東主幹研究員らは、直径 85ナノメー トルの多層
構造のカーボンナノチューブ、を酸化ガリウムと 13600C
で 2時間反応させることで、チューブの中空部分に金
属のガリヴムを封じ込めた。これを電子顕微鏡の中で
加熱すると金属ガリウムは溶けて液体になり、温度上
昇につれて体積が膨張する。500Cから 5000Cの範囲
支混度主変先主せた結果、湿度計り水銀註点主主主
るように、カーボンナノチューブ中のガリウム液柱の長
さ也事産玄也J三品卸v三月I逆前~;;増被Lた。ガリウム
は300Cから 24000Cの温度範囲では液状で、カーボン
ナノチューブも 10000Cまで形状を安定的に保てるため、
このナノ温度計は 10000Cまで測ることができる。また、
0.250C刻みの微小な温度変化も測定できることが確認
されている。
ただし、現時点ではナノ温度計を測定したい対象物
に接触させて測定することはできていないため、今後
のいくつかの技術開発を通して、温度測定をしたい特
定り一箇fflJ;;土/J昆度託主配置~，_:を恒点樫僧'S.'J昆度
理'1定詰支きるよ一弘主主主iことが研究開発課題となっている。
1.5エネルギー分野
(1 ) ASEAN+3によるアジアのエネルギー安全保障確保
3月4目、外務省の主催で「アジア・エネルギ一安全
保障セミナー アジア地域におけるエネルギ一安全
保障の強化:ASEAN+3の活用 J (進行役:田中明彦
東京大学教授)が都内で開催された。本セミナーは昨
年 11月にブルネイで、開催された ASEAN+3(日中韓)
首脳会議において、小泉首相が提案したもので、ある。
プリドル国際エネルギー機関事務局長をはじめとする
約20名の国際機関や ASEAN+3諸国の専門家から、
アジアのエネルギー情勢、緊急時対応システム、エネ
ルギーインフラ、国際協力等に関する講演がなされ
た。
今後、土:;)7諸国恒経済成長率Æ__g~払程度v.*~害
支推移7ずる主仮定Lた場金、 ?_Q_~Q_~Y;J主7三土り竺主
Jv芳三泊費民約2_{査Y;!，f:る主:r想主h~ 国際主主Jv:空
三車場空地球環境巴及Jます影響だ懸念.主札-CV¥る。
特に、中国のエネルギー消費の著しい伸びが見込ま
れ、また、原油の輸出国であるインドネシアやマレーシ
アも 2010年代半ばには輸入国に転ずると予想される
など、北東アジアおよび、東南アジアのエネルギー需給
構造は脆弱である。一方で、)1口外務大臣が主催者
挨拶で述べたように、 A号EA肘士主一諸ー国J主主主~!~~:-:-:-_C??_
前輸出ー国主純輸五胃-りJ理方.主~t旦主l>_ :?:-_-ì!l:ーミf一三貫一
易り一拡主主i君!ムた担互依存り唾i七及Jf_~干主JV主三分:
野J三おけ益二二層り一協力ー りー 余地ー だあ9:。本セミナー では、
このような現状への認識の共有がなされるとともに、エ
ネルギーセキュリティ確保に向けた ASEAN+3の枠組
みの有効性が確認された。
本セミナーで強調された論点の一つにエネルギー
インフラ整備の問題がある。会胃は長期j的視点1;立五L
?::f!~子、ご土芳子:~7:1~り一確保yQf_?IZー な壬主止雪、-
1X2_7_C!!_整備K~閉I_C!!_投資力~_@た主主うな極策室講ー
じることが求められている。近年のエネルギーセキュリ
ティに関する議論においては、エネルギー資源、の絶
対量に関する懸念は後退し、むしろ、エネルギ一価格
の安定化や緊急時対応に焦点が当てられ、その対策
としてエネルギーインフラの拡充が重視される傾向に
ある。 本セミナーにおいても、北東アジアおよび東南
アジアにおける国際天然ガスパイプライン、東南アジ
アにおける国際電力網、日韓のエネルギー備蓄体制
等についての講演がなされた。
アジアパイフ。ライン研究会事務局長の平石和昭氏
は、同研究会で検討されている北東アジアにおける天
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然ガスパイプライン計画の概要を報告したo本計画で
は、基本的に供給国はロシア、需要因は日本、中国、
韓国と想定されており、シベリア地域、サハリン地域、
東部ロシア地域の天然ガス固とこれらの需要国を結ぶ
ガスパイプライン網を構築するとしている。日本にはサ
ノ¥リン方面からと韓国・中国方面からパイプランが敷設
される。
このような国際天然ガスパイプラインプロジェクトは、
エネルギー資源に乏しいわが国にとってはエネルギ
ーセキュリティ向上の観点、から、魅力的なものと考えら
れるが、問題は兆単位におよぶコストである。本プロジ
ェクトは基本的には民間事業と想定されているが、民
間単独の事業としては困難であり、官民の適切な役割
分担を踏まえた上での適切な支援策、および、国際協
力が不可欠である。今後、技術的フィージビリティやエ
ネルギーセキュリティ向上の外部効果も考慮した費用
対効果の評価研究の進展とともに関係諸国間の対話
の進展が期待される。
9 
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1.6製造技術分野
(1)マイクロ波によるジルコニア微粒子の高速合成
ジルコニア(酸化ジルコニウム)は耐磨耗機械部品、
耐熱・耐腐食部品、絶縁部品などに使用される重要な
無機材料である。三玄1')止k子子ざ-1'三三三干一モ竺モ1玄宇~~-α_i仏」ιωミサl_り(J)一 I五L~~l_l_Q~j他血-
1は主
金成:土t豆ヲモ三法法-を乞J発表表'_l-:l立と三，0 (J. Mater. Res. V16， 9， p 
2619-2622(2001)) 
塩化ジルコニウムを塩酸水溶液に溶かし、マイクロ
波で急速加熱処理(保持温度 1800C)すると、通常の
方法では 1"'2週間を要するのに対して 2""'10分とい
う短時間でジルコニア微粒子が得られた。分析の結果、
本方法で得られたジノレコニア微粒子は数ナノメートル
の一次粒子が集合した 30ナノメートルの平均粒子径
を有しており、結晶性が非常に良いことが推定された。
去g:J~~_7_二)V~亡、りー検討結果ー?と、あ五夜広三匹周が
育I能ーと考之らー札，_全後り進展定期借ーされる旦・
10科学技術動向 2002年3月号
1.7社会基盤分野
(1)rリアルタイム地震情報ネットワーク」の整備に向
けて
平成 14年2月 14日に、横浜で第6回震災対策技
術展ι関連一Lヱf周土j~.1Z_T_1~).'J~~計三立会_J_が
開j呈された。主催は日本地震工学会とリアルタイム地
震情報利用協議会設立準備会で、地震発生後すぐに
地璽震(/り〉
みが紹介され、討議が行われた。
日本の地震観測網は、地震発生後即座にテレビテ
ロップがだせるほど充実しているが、兵庫県南部地震
では被害把握が遅れた反省から、さらに拡充が進めら
れた。より高密度化した観測情報をどのように活用す
るかを討議するのがシンポジウムの開催主旨である。
国土セイフテイネットとは国民の安全を守る観測ネット
ワーク、情報配信ネットワークを意味している。
シンポジウムでは東京ガス、東京電力などライフライ
ン企業の取り組み、内閣府、静岡県など行政の取り組
み、カリフオルニアの状況など、の報告があったが、国レ
ベルでは、気象庁を中心に進められているナウキャス
トと防災科学技術研究所が進めているシステムの紹介
があった。いずれのシステムもネットワーク化された地
震観測システムを使って、震央近くで地震波を検知し
て震源とマグ、ニチュー ドを害IJり出し、地震波速度と通信
速度の違いを利用して、地震の発生を地震波が到達
する前に伝達する全国規模の、ンステムとなっている。大
地震が三9.警完投~.~~_敦士一宅金、前l;地震り発生宣銅ーら:官る
j地震呈期警.報ー"S/;;予三み.芯寒風{じり段階と怠~?_T~ヨ。
しかしながら今後解決するべき課題も多く、投聖位
のわずかな対応時間に何ができるのか、情報配信手
段主ど:2]二る立てL害警曹をーーどーう処理主2P.:女どλ運用ー面
で検討する課題も多い。また気象庁と防災科学技術
研究所の 2箇所から情報が配信されることも問題とな
るであろう。技術的な課題、運用面の課題などもあるが、
IT技術を駆使して災害軽減を図る取り組みの今後が
注目される。
(東洋大学環境工学部鈴木崇伸氏)
1.8フロンティア分野
(1)海洋の未知微生物資源一有機沈殿物から電流を
取り出す微生物一
近年、大きな注目を浴びている海洋における未知
有用生物資源、マリンバイオに関して、以下の報告が
あった。
MassachuseUs大学および米国海軍の研究グルー
プは、最近無酸素比態り海洋有機洗庫勤虫!守_1;;炭
素電極ー{陰樫ー)をみι3三ζ企ら表層jり駿烹り五J会ある.
海7，ドーの部分J_;)\ι立ー炭素電極〔腸樫)J;_I配掠-:t~と重
抗争i陰極去ら腸極~-;向かヨ主流1九五三と聖T.ー した。
この作用にはGeobacteraceae科の微生物が関与し、
この微生物が有機物を酸化して菌体の栄養源とすると
同時に発生した電子を陰極のアクセプターとして流し
こむ。この微生物に最も近い遺伝子配列を持つ微生
物は Desulfuromonas属で、あった。 Desulfuromonas属
の微生物を用いたモデル実験で、酢酸を基質として
用いると、上記に匹敵する一平方メー トル当り O.014W
の電力発生を観測した。この際、電流を取り出す電極
を入れないと微生物は生育しない。同様に近縁の
Geobacteraceae科の微生物は基質としてベンゼンを
用いた場合、基質を完全酸化する。
これらの結果から、 Geobacteraceae科の微生物を用
ど3:_，廃棄一有機物主主電力一を思り一出:啓一るーと雪之られλ主
た〉ーζJりl_f舎周位五機物混染(f)微生動浄iじーり手段とL-
ても用いることが出来ると考えている。実用化にはまだ
幾つかの壁があると考えるが、今後の研究が期待される。
(味の素都河龍一郎氏)
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